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　「敬和キャンパスレポ」は、
敬和学園大学の学生が、大学に
関わるイベントや人、新発田
市・聖籠町のことをテーマに、
地元ラジオ局エフエムしばたか
らお届けするラジオ番組です。
　学生たちは、地元に密着した
テーマを探し、事前に取材先の
情報を集め台本をつくります。
台本を元にゲストからお話を伺
い、編集で内容を整え、放送に
のせます。毎週放送なので大変
ですが、番組の感想などを通じ
てやりがいを感じられる活動で
す。

「敬和キャンパスレポ」
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アクティブラーニング紹介⑳
コミュニティFMでの番組制作
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〈表紙写真〉
ハワード大学とつながったパソコンを持ち歩き、
キャンパスを案内する学生たち（p.4）
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出
会
い
か
ら
考
え
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

域
の
中
で
自
給
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

●
ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
Ｆ
（
食
料
・
農
業
）

　

①
阿
賀
野
市
で
有
機
農
業
を
行
っ
て
い
る
夢

の
谷
フ
ァ
ー
ム
の
稲
刈
り
に
参
加
し
、
食
料
の

自
給
や
生
物
多
様
性
に
も
寄
与
す
る
有
機
農
業

を
体
感
し
ま
し
た
。

　

②
阿
賀
町
で
発
生
し
た
環
境
破
壊
を
起
因
と

す
る
新
潟
水
俣
病
に
つ
い
て
、
冥
土
連
（
患
者

会
）
の
旗
野
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
公
害
に
よ
る
環
境
破
壊
の
実
態
か
ら
、
環

境
保
全
の
大
切
さ
と
経
済
優
先
が
も
た
ら
す
弊

害
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

●
貧
困
・
社
会
的
排
除
か
ら
地
域
づ
く
り
へ

　

私
は
も
と
も
と
貧
困
問
題
を
中
心
に
、
実

践
、
研
究
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
職
種
と

し
て
は
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
組
織
と
し
て
は
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
（
労
働
者
協
同
組
合
）
や
市
民
が
立
ち
上
げ

た
社
会
福
祉
法
人
や
医
療
機
関
（
医
療
生
活
協

同
組
合
）
な
ど
で
働
い
て
き
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
、
貧
困
研
究
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、

九
州
の
筑
豊
地
帯
や
秋
田
ま
で
出
向
き
、
生
活

困
窮
者
の
調
査
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ー
ク

ル
は
学
生
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
毎
週
土
日
に
名
古
屋
市
の
Ａ
地
域
に
入
り
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
た
ち
と
触
れ
合
う
中

で
、
子
育
て
や
地
域
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
政
治
・

経
済
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
現
在
の
私

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
貧
困
や
地
域
づ
く
り
」
は
、

学
生
時
代
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
育
ん
だ
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
国
の
目
指
す
地
域
共
生
社
会
や
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
で
は
、
排
除
し
な
い
地
域

づ
く
り
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
に
お

い
て
も
時
代
の
焦
点
は
「
地
域
」
で
す
。
私
は

学
生
時
代
の
経
験
な
ど
か
ら
、
地
域
に
出
向
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
の
重

要
性
が
身
に
染
み
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
視
点
と

し
て
Ｆ
Ｅ
Ｃ
を
基
軸
に
置
き
、
地
域
づ
く
り
に

熱
心
な
市
民
の
人
た
ち
と
学
生
た
ち
と
の
た
く

さ
ん
の
「
出
会
い
」
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

の
が
教
員
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
ゼ
ミ
で
は
積
極
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
型
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｃ
と
は
、
二
〇
二
一
年
に
亡
く
な
っ
た

経
済
評
論
家
の
内
橋
克
人
氏
が
提
唱
し
た
も
の

で
、
Ｆ
（
フ
ー
ド
）
＝
食
料
・
農
業
、
Ｅ
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
＝
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、Ｃ
（
ケ

ア
）
＝
福
祉
・
介
護
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
地

FEC自給圏

ENERGY CARE

FOOD

（再生可能エネルギー） （介護・医療）

（食料）

内橋克人氏によるFEC概念図

夢の谷ファーム（阿賀野市）での稲刈り

共
生
社
会
学
科

      

石
坂 

誠
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フードバンクむらかみ（村上市）での食品仕分け

阿賀町地域おこし協力隊の猪さんへのインタビュー

阿賀まちづくり株式会社の高橋さん（左）と堀口さん

・
Ｅ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

　

③
一
般
社
団
法
人
お
ら
っ
て
市
民
エ
ネ
ル

ギ
ー
協
議
会
代
表
の
佐
々
木
寛
先
生
か
ら
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
民
主
主
義
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
お

聞
き
し
、
今
後
の
地
球
環
境
保
護
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
問
題
が
地
域
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
民
主
主

義
や
平
和
の
問
題
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
ま
し
た
。

・
Ｃ
（
福
祉
・
介
護
・
ま
ち
づ
く
り
）

　

④
新
潟
市
東
区
に
あ
る
「
こ
ど
も
創
作
活
動

館
」
で
行
わ
れ
て
い
る
お
昼
ご
飯
食
堂
や
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
な
ど
を
月
一
回
程

度
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
市
秋
葉
区

に
あ
る
新
津
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
で
月
一
回
行

わ
れ
て
い
る
「
こ
ど
も
食
堂
秋
葉
か
け
橋
」
に

も
、
一
一
月
か
ら
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け

入
れ
再
開
に
合
わ
せ
、
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

⑤
阿
賀
町
の
奥
阿
賀
コ
ン
ビ
リ
ー
で
は
、
高

齢
者
が
鬼
ぐ
る
み
を
拾
い
、
障
害
者
施
設
で
殻

割
、
実
を
取
り
出
し
、
パ
テ
ィ
シ
エ
が
加
工
・

商
品
化
す
る
と
い
う
循
環
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
地
域
で
人
の
思
い
と
物
と
が
循
環
し
、
共

生
し
て
い
く
姿
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
立
ち
上
が
っ
た
阿
賀
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

の
方
か
ら
中
山
間
地
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

の
構
想
を
お
聞
き
し
た
り
、
コ
ン
ビ
リ
ー
や
阿

賀
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
な
ど
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
過
疎
化
の
進
ん
だ
阿
賀
町
で

の
地
域
づ
く
り
の
在
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

⑥
フ
ー
ド
バ
ン
ク
む
ら
か
み
は
、
二
〇
二
〇

年
度
に
誕
生
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
中
山
間
地

で
も
生
活
困
難
は
深
刻
で
、
利
用
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
二
年
生
を
中
心
に
、
倉
庫
整
理
や
食

材
配
布
と
い
っ
た
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

 

●
居
場
所
と
い
う
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
視
点
で
地
域
に
出
向
く
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
居
場
所
を
作
っ
て
い
る
す
て
き
な
人

た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
今
、

国
が
掲
げ
る
大
き
な
目
標
が
地
域
共
生
社
会
で

す
。
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
が
①
断
ら
な
い

相
談
支
援
、
②
参
加
支
援
、
③
地
域
づ
く
り
で

す
。
①
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
役
割
と
な
り

ま
す
が
、
②
③
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
担

え
る
部
分
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
い
わ
ば
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
が
地
域
共
生
社
会
で
は
な
い

か
と
私
は
考
え
ま
す
。
②
と
③
関
連
で
は
、
事

業
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
小
さ

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
い
え
る
「
居
場
所
」
が

各
地
で
創
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が
三
つ
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
居
場
所
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は

2
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石坂先生（左下）とゼミ生たち

奥阿賀コンビリーで働く寺沢慈さん

里山ハーモニー「奏食堂」で働く吉田透彗さん

今
後
、
本
格
的
に
関
わ
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

一
つ
は
岩
室
温
泉
に
あ
る
岩
室
と
も
家
で

す
。
と
も
家
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
み
で
大

学
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
新
潟
在
住
の
東
京

の
大
学
生
が
、「
途
方
に
く
れ
て
」
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
基
盤
に
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
村
上
市
の
ふ
く
ち
ゃ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

で
す
。
管
理
栄
養
士
と
保
健
師
・
公
認
心
理
師

が
創
っ
た
小
さ
な
カ
フ
ェ
で
す
。
カ
フ
ェ
を
拠

点
に
発
達
に
特
性
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
心
身

の
健
康
を
テ
ー
マ
に
誰
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ

る
第
三
の
居
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
田
上
町
の
里
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

す
。
特
別
支
援
学
校
な
ど
で
の
勤
務
経
験
も
あ

る
ご
夫
婦
が
立
ち
上
げ
た
、
カ
フ
ェ
、
レ
ン
タ

ル
ス
ペ
ー
ス
、
季
節
の
手
仕
事
体
験
、
里
山
暮

ら
し
、
自
然
に
寄
り
添
う
生
活
・
山
体
験
な
ど

を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

●
地
域
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と
の
出
会
い

　

地
域
に
出
向
く
中
で
、
仕
事
と
地
域
づ
く
り

に
尽
力
す
る
卒
業
生
と
も
出
会
い
ま
し
た
。

　

奥
阿
賀
コ
ン
ビ
リ
ー
で
は
、
寺
沢
慈ち

か

さ
ん

（
二
〇
二
〇
年
度
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
卒
業
）
が
、
パ
ン
作
り
の
責
任
者

と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
コ
ン
ビ

リ
ー
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

吉
田
透と

う
せ
い彗

さ
ん
（
二
〇
一
七
年
度
共
生
社
会

学
科
卒
業
）
は
、
里
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
「
奏
食
堂
」

に
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
世
界
の
料
理
を
振
る
舞

う
な
ど
シ
ェ
フ
と
し
て
腕
を
奮
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
和
か
ら
巣
立
っ
た
種
た
ち
が
、
地
域
に
根

づ
き
、
開
花
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
ゼ
ミ
生
た
ち
で
す
。
学
生

時
代
に
ど
れ
だ
け
「
手
本
」
と
な
る
大
人
や
同

世
代
と
出
会
え
る
か
が
、
卒
業
後
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
の
学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
講
義
や
本
で

学
ん
だ
こ
と
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
体
感
す

る
こ
と
で
血
肉
化
し
、
成
長
す
る
、
そ
ん
な
過

程
を
実
感
で
き
る
一
年
間
で
し
た
。

Profile石坂誠 准教授
プロフィール

●最終学歴

日本福祉大学大学院
社会福祉学専攻修士課程 修了

（社会福祉学修士）

●研究テーマ

貧困・社会的排除、ソーシャルワー

クと協同の形成、非営利・協同

●こんな授業をしています

　地域に山積する生活問題について
学ぶと共に、そうした問題の解決・
緩和について、ソーシャルワークと
非営利・協同の視点から考えます。
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Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
異
文
化
の
交
流

外
務
省
「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加

　

今
年
度
、
敬
和
学
園
大
学
は
外
務
省
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

Ｉ
ｎ
ｏ
ｕ
ｙ
ｅ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
上
院
仮
議
長
を
勤
め
た

故
ダ
ニ
エ
ル
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
功
績
を
学
ぶ
日

米
大
学
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ.

Ｃ.

の
ハ
ワ
ー
ド
大
学
が
参
加
校
と

し
て
選
ば
れ
、
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
本
学
を
ペ
ア
校
に
選
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
各
大
学
か
ら
二
八
名
の

学
生
が
選
出
さ
れ
、
九
月
の
プ
レ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
後
も
活
発
に
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
交
換
留
学
で
ア
メ
リ
カ
の
友

人
た
ち
に
実
際
に
会
え
る
日
が
楽
し
み
で
す
。

（
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

大
岩
）

　

私
た
ち
敬
和
学
園
大
学
の
二
八
名
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
大
学
紹
介
、
日
本
紹
介
の
三
つ
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
九
月
の
プ
レ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
、

夏
休
み
は
準
備
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

私
の
所
属
す
る
日
本
紹
介
チ
ー
ム
は
、「
米
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
歴
史
、
言
語
、
食
文
化
、

新
潟
の
四
季
や
観
光
地
、
米
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の

関
連
に
つ
い
て
発
表
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
調

査
と
英
語
発
表
の
準
備
で
大
変
で
し
た
が
、
次

第
に
調
査
結
果
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
気

持
ち
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル
・
イ

ノ
ウ
エ
氏
に
つ
い
て
の
講
義
も
受
け
、
プ
レ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
し
た
が
、
日
米
学
生
間
の
発
表
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
刺
激
的
で
、
特
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

交
流
の
中
で
リ
ユ
ー
サ
ブ
ル
ボ
ト
ル
の
話
を
聞

き
、
日
本
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
よ
り

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
非

公
式
交
流
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
つ
な
が
り
を
続

け
、
学
生
間
の
交
流
も
深
ま
り
、
私
自
身
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
延

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
こ
そ
対
面
で
の

交
流
が
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年　

本
間　

未み
ゅ
う夢

少人数グループでのオンライン・ディスカッション

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

国
際
社
会
、
国
、
自
治
体
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
の
す
べ
て
の
物
事
へ
の
対
応
の
変
化
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

大
学
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
何
よ
り
も
学
生

お
よ
び
教
職
員
、
関
連
す
る
皆
さ
ま
の
安
全
を

第
一
に
し
て
、
目
指
す
べ
き
教
育
を
い
か
に
維

持
・
拡
充
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
関
係
す
る
皆

さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
活
動
に

新
し
い
光
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
本
学
の
教
育
の
根

幹
で
あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に

立
ち
戻
っ
て
活
動
方
針
を
定
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
授
業
の
実
施
に
お
い
て
は
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
あ
る
「
対
話
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
重
視
し
、
施
設
設
備
面
と

運
用
ル
ー
ル
か
ら
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
を
取

る
こ
と
で
、
こ
の
二
年
間
の
う
ち
全
面
オ
ン
ラ

イ
ン
の
期
間
を
二
か
月
強
に
と
ど
め
、
対
面
で

の
授
業
を
中
心
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
教
室

は
一
席
ず
つ
空
け
て
利
用
し
、
収
容
定
員
の
半

分
を
超
え
る
授
業
は
、
複
数
の
教
室
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
ぐ
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
影
響
を
受
け

た
も
の
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
考
え
る
」

国
際
交
流
活
動
と
「
隣
人
に
仕
え
る
」
地
域
貢

献
活
動
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
も
創
意
工
夫
の

積
み
重
ね
で
実
態
の
あ
る
活
動
と
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
直
接

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
際
交
流
活
動
、

4
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昨
年
度
の
ゼ
ミ
の
先
輩
か
ら
引
き
継
ぎ
、
佐

渡
市
宿
根
木
集
落
に
て
、
佐
渡
活
性
化
事
業
の

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
活
動
に
向
け
て
、
事
前
に
長
坂
先

生
の
専
門
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
文
化
と
宿
根
木
集

落
に
つ
い
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
風

の
路
上
茶
屋
で
は
、
低
い
椅
子
に
座
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
気
を
張
ら
な
く
て
よ
い
ゆ
る
や
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
創
造
し
ま
し
た
。
普
段

と
は
異
な
る
視
線
で
景
色
を
見
て
も
ら
う
こ
と

や
、
地
域
住
民
と
観
光
客
な
ど
地
域
外
の
方
と

の
交
流
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
多
く
の

方
々
と
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
茶
屋
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
お
茶
の
無
料
提

供
を
は
じ
め
、
米
袋
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
宿
根
木

マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
販
売
を
行
い
、
地
域
の
方

に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宿
根
木
集
落
の
活
動
中
は
、
ゼ
ミ
で
自
炊
生

活
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
環
境
で

し
た
が
、
普
段
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

や
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
景
色
を
見
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
地
の
方
々
か
ら
は
、
活
動
を
す

る
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

人
の
役
に
立
ち
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
文
化
学
科
三
年　

小
山　

悠
斗

  

佐
渡
市
宿
根
木
集
落
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
地
域
と
の
交
流

ベ
ト
ナ
ム
と
新
発
田
市
、
佐
渡
市
を
つ
な
ぐ
地
域
活
動

ベトナム風路上茶屋での交流活動

　

文
化
論
演
習
（
ゼ
ミ
）
に
て
、
昨
年
度
か
ら

佐
渡
市
宿
根
木
集
落
で
地
域
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
ゆ
る
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ベ
ト
ナ
ム
風
路
上
茶
屋

で
は
、
学
生
が
店
主
と
な
り
、
地
域
住
民
や
観

光
客
に
佐
渡
番
茶
を
無
償
提
供
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
が
試
作
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
米
袋
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
を
、
新
発
田
市
の
障
害
者
就
労
支
援

マ
ザ
ー
ア
ー
ス
で
商
品
化
し
、
新
発
田
市
役
所

と
宿
根
木
で
販
売
し
ま
し
た
。
端
材
に
宿
根
木

の
焼
印
を
押
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
も

好
評
で
し
た
。
学
生
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
新
発
田

市
、
佐
渡
市
を
つ
な
ぐ
協
働
活
動
を
通
し
て
、

自
ら
学
び
、
自
ら
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

（
国
際
文
化
学
科　

長
坂
）

海
外
に
出
向
く
こ
と
が
現
実
的
で
な
い
環
境
下

に
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
交
流
活
動
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、本
学
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
デ

ン
マ
ー
ク
の
教
育
と
福
祉
」
の
授
業
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
・
ブ
レ
ネ
ル
ッ
プ
・

ホ
イ
ス
コ
ー
レ
と
新
た
に
提
携
を
結
び
、
現
地

の
講
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
講
座
の
実

施
、
ま
た
環
境
が
整
え
ば
、
講
座
を
踏
ま
え
た

現
地
研
修
を
行
え
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
ま

た
、
後
述
の
外
務
省
に
よ
る
「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
で
き
た
こ
と

は
、
本
学
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
き
な
ギ

フ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
活
動
は
、
地
域
に
お
け
る
感
染
状

況
と
派
遣
先
の
意
向
を
踏
ま
え
、
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
進
め
ま
し
た
。「
児
童
英

語
教
育
」
お
よ
び
「
国
際
交
流
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
」、「
阿
賀
北
ノ
ベ
ル
ジ
ャ
ム
」
の
活
動
は
、

学
生
た
ち
と
担
当
教
員
の
努
力
に
よ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
実
施
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
学
長
裁
量
費
を
活
用

し
て
、
六
つ
の
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
学
の
こ
ろ
よ
り
本
学
を
支
援
し
て
く
だ
さ

る
「
オ
レ
ン
ジ
会
」
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困

窮
す
る
学
生
た
ち
の
生
活
を
、
複
数
回
に
わ
た

る
直
接
的
援
助
で
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

敬
和
学
園
大
学
は
、
引
き
続
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
基
づ
く
教
育
の
提
供
を
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動

5
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教
育
に
よ
り
幸
せ
を
与
え
て
い
き
た
い

自
分
の
考
え
を
持
て
た
四
年
間

　

今
春
か
ら
新
潟
県
公
立
中
学
校
の
英
語
教
員

に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、
大
学

四
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
が
教
員
採
用
に
つ
な
が
る
大
切

な
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
一
年
生
の
春
休
み
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
短
期
留
学
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
英
語
を

話
す
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
得
意
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
日
本
語
が
通
じ
な
い
環
境
で
生
活
す
る
こ

と
が
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
閉
じ
こ
も
ら
ず

に
出
会
っ
た
人
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
帰
国
す

る
ま
で
に
、
語
学
学
校
の
先
生
や
仲
間
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
心
が
通
じ
合
え
た
と
い
う
実

感
を
得
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
特
別
支
援
学

校
を
訪
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る

子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
施
設
の
方
々
の
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
深
い
愛
情
や
温
か
さ
に
触
れ
る

こ
と
で
、
教
育
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

英
語
の
先
生
に
な
る
と
い
う
夢
は
、
私
一
人

の
力
で
は
な
く
、
周
り
の
方
の
支
え
で
叶
え
ら

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
大
事
に
育
て
て
く
れ
た
家

族
を
は
じ
め
、
応
援
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人

に
感
謝
し
、
立
派
な
教
員
と
な
っ
て
恩
返
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
新
潟
県
内
の
私
立
高
等
学
校
の
採
用

試
験
を
受
験
し
、
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

採
用
試
験
は
、
筆
記
試
験
が
一
回
、
面
接
が
二

回
あ
り
ま
し
た
。
筆
記
試
験
は
、
国
語
・
数
学
・

英
語
の
三
教
科
か
ら
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
一
次

面
接
で
は
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
中
心

に
、
二
次
試
験
で
は
教
職
に
対
す
る
思
い
を
中

心
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

私
が
内
定
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
知
識
だ
け

で
は
な
い
教
職
課
程
の
学
び
を
し
て
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
四
年
間
で
、
物
事

の
一
つ
ひ
と
つ
を
深
く
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
活
動
を
行
う

中
で
、「
な
ぜ
教
師
に
な
り
た
い
の
か
」、「
な

ぜ
こ
の
学
校
な
の
か
」
な
ど
、
私
自
身
や
勤
務

を
希
望
す
る
学
校
に
つ
い
て
研
究
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。「
な
ぜ
」
と
い
う
疑
問
を
見
逃

さ
ず
、
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
自
身
の
考
え
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を

面
接
官
の
方
に
も
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

高
校
生
は
、
進
路
を
決
定
す
る
大
切
な
時
期

に
い
ま
す
。
四
年
間
の
教
職
課
程
の
学
び
や
就

職
活
動
で
明
確
に
な
っ
た
私
の
強
み
や
弱
み
な

ど
を
う
ま
く
生
か
し
、
教
師
と
し
て
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
や
り
た
い
こ
と
や
持
っ
て
い
る
個

性
を
尊
重
し
た
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年　

鈴
木　

達
也

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年　

渡
邊　

真
代

　

敬
和
学
園
大
学
の
教
職
課
程
で
は
、
小
学
校

二
種
、
中
学
校
・
高
等
学
校
一
種
の
教
員
免
許

を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
上
越
教
育
大
学
大

学
院
と
の
連
携
・
協
力
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
大

学
院
進
学
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
度
卒
業
生
で
は
、
一
〇
名
が
教

員
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
進
路

は
多
彩
で
、
幼
稚
園
英
語
教
員
一
名
、
小
学
校

教
員
一
名
、
中
学
校
教
員
三
名
、
高
校
教
員
一

名
、
大
学
院
進
学
一
名
、
金
融
機
関
一
名
、
一

般
企
業
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
よ
る
幅
広
い
教
養
と
確

か
な
価
値
観
に
加
え
、
少
人
数
に
よ
る
教
職
課

程
で
の
実
践
的
な
学
び
で
成
長
し
た
卒
業
生
た

ち
が
、
世
の
光
と
し
て
社
会
を
照
ら
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

教
職
課
程
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

多
彩
な
進
路
を
実
現

教職課程反省会にて仲間たちと
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教
育
者
と
し
て
働
け
る
幸
せ

自
分
自
身
の
経
験
を
教
材
と
し
て

　

私
は
幼
稚
園
か
ら
内
定
を
い
た
だ
き
、
春
か

ら
英
語
教
諭
と
し
て
働
き
ま
す
。
実
の
と
こ
ろ
、

元
々
こ
の
道
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
幼
稚
園
で
働
く
と
い
う
の
は
私
に
と
っ
て

は
想
定
外
で
し
た
。

　

私
は
教
職
課
程
を
履
修
し
、
中
学
校
教
諭
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
役
で
教
員
採
用
試

験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

教
育
実
習
を
控
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
、

教
職
大
学
院
に
進
む
か
、
次
の
採
用
試
験
を
目

指
し
つ
つ
非
常
勤
講
師
と
し
て
働
く
か
、
塾
講

師
を
続
け
る
か
、
何
が
最
善
の
進
路
か
分
か
ら

ず
余
裕
の
な
い
迷
い
の
中
に
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
端
な
く
も
舞
い
込
ん
で
き
た
幼
稚
園
英

語
教
諭
の
求
人
票
を
見
て
「
こ
れ
し
か
な
い
」

と
半
ば
勢
い
で
応
募
し
、
晴
れ
て
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
進
路
は
、
こ

の
よ
う
に
偶
然
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
て
決

ま
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
こ
ろ
か
ら
教
職
の
道
を
目
指
し
て

き
た
私
に
と
っ
て
、
教
育
者
と
し
て
働
け
る
こ

と
ほ
ど
に
幸
せ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
児
童

英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
塾
講
師
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
得
た
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
や

経
験
を
胸
に
、
幼
稚
園
と
い
う
教
育
現
場
で
新

た
な
識
見
と
経
験
を
培
い
、
教
育
者
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
、
ま
た
い
ち
学
習
者
と
し
て
学

び
続
け
た
い
で
す
。

　

大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
始
め
た
時
期
は
三

年
の
後
期
で
し
た
。
大
き
な
き
っ
か
け
は
、
敬

和
学
園
大
学
で
の
学
び
の
中
で
自
身
の
障
害
観

が
変
容
し
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
発
達
障
害
者
で
す
。
今
と
な
っ
て
は
自

己
開
示
で
き
ま
す
が
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
て
昨
年
ま
で
は
周
囲
に
ひ
た
隠
し
に
し
て
き

ま
し
た
。
自
身
の
障
害
と
向
き
合
う
こ
と
を
避

け
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
教
職
課
程
で
さ

ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
持
つ
友
人
た
ち
と
共
に
学

び
合
う
中
で
、
心
の
重
荷
を
下
ろ
し
、「
少
し

ず
つ
自
分
の
障
害
と
向
き
合
い
た
い
」
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
教
職
課
程
の

友
人
に
、
ま
た
教
育
実
習
で
生
徒
に
、
私
が
発

達
障
害
で
あ
る
こ
と
を
自
己
開
示
す
る
こ
と
で

障
害
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
な

ど
、
私
の
経
験
を
一
つ
の
教
材
と
し
て
用
い
ま

し
た
。

　

近
年
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
の
輪

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
い
じ
め
の
認
知

件
数
の
増
加
な
ど
、
依
然
課
題
は
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み
、
探
究
す
る

た
め
に
教
職
大
学
院
に
進
学
し
ま
す
。
今
後
は

当
事
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
さ
ら
に
多
く
の
子

ど
も
や
保
護
者
、
教
師
が
「
教
育
っ
て
い
い
な
」

と
思
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
献
身
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年　

山
口　

瑛
莉
華

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年　

豊
田　

頌
し
ょ
う

　

教
員
と
し
て
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
教
育

体
験
活
動
、
教
育
実
習
を
通
じ
て
、
教
え
る

技
術
を
実
践
的
に
学
び
ま
す

P
o
i
n
t
1　

小
・
中
・
高
校
の
教
員
免

許
が
取
得
で
き
ま
す

〈
取
得
可
能
な
教
員
免
許
状
〉

・ 

小
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
（
＊
）

・
中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
英
語
）

・
中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
社
会
）

・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
英
語
）

・ 

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
地
理
歴
史
）

・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
公
民
）

  

＊
玉
川
大
学
通
信
教
育
部
と
併
修

P
o
i
n
t
2　
「
教
室
で
の
教
え
方
」
を
実

践
的
に
学
び
ま
す

　

四
年
次
に
三
週
間
の
教
育
実
習
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
希
望
者
は
三
年
次
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
し
て
毎
週
一
回
、
教
育
の
現
場

を
体
験
で
き
ま
す
。

P
o
i
n
t
3　

多
く
の
卒
業
生
が
教
壇
に

立
っ
て
い
ま
す

　

新
潟
県
内
を
は
じ
め
と
す
る
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
で
、
一
二
九
名
の
卒
業
生

が
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
教
壇
に
立
っ
て

い
ま
す
。
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敬
和
学
園
大
学
教
職
課
程

　
　
　
　
　
　
　
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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就職・キャリア支援

公務員試験対策勉強会でのマンツーマン指導

国
際
文
化
学
科
四
年　

屋
仲　

幹
太

  
公
務
員
に
三
名
合
格
し
ま
し
た
！

就
業
体
験
、
筆
記
試
験
・
二
次
選
考
対
策
な
ど
充
実
し
た
指
導

　

今
年
度
の
各
種
公
務
員
試
験
に
本
学
学
生
三

名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
公
務
員
採
用
の
た
め
の
就
業
体

験
と
し
て
、
市
役
所
な
ど
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
す
る
と
共
に
、「
地

域
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
履
修
や
自
治
体
主
催

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
筆
記
試
験
対
策
と
し
て
、
授
業
科
目
「
Ｓ

Ｐ
Ｉ
対
策
」
開
講
の
ほ
か
、
年
間
を
通
し
た
専

任
教
員
主
導
の
勉
強
会
、
長
期
休
暇
中
の
集
中

講
座
、
予
備
校
と
連
携
し
た
模
擬
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
次
選
考
対
策
と
し
て
、

集
団
討
論
、
各
種
面
接
、
小
論
文
の
練
習
を
集

中
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
就
職
委
員
会
）

　

私
は
、
今
春
よ
り
燕
市
役
所
で
の
勤
務
が
決

ま
り
ま
し
た
。
採
用
試
験
に
向
け
て
、「
Ｓ
Ｐ

Ｉ
対
策
」
の
講
義
や
年
間
を
通
し
て
の
「
勉
強

会
」
参
加
、
筆
記
試
験
の
勉
強
を
日
々
積
み
重

ね
た
ほ
か
、
二
次
選
考
の
面
接
対
策
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
や
先
輩
方
と
何
度
も
練

習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
最
終
選
考
以
外
の
筆

記
試
験
、
面
接
試
験
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
さ

れ
た
り
、
い
く
つ
か
の
民
間
企
業
の
選
考
も
並

行
し
て
行
っ
て
い
た
た
め
、
精
神
的
に
も
身
体

的
に
も
疲
弊
す
る
日
々
で
し
た
。
し
か
し
、
両

親
を
は
じ
め
、
勉
強
会
関
係
者
や
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
課
な
ど
教
職
員
の
皆
さ
ま
、
先
輩
方
な

ど
多
く
の
方
の
力
を
借
り
、
内
定
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
貢
献
し
、

よ
り
多
く
の
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
市
役

所
職
員
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
日
々

感
謝
と
初
心
を
忘
れ
ず
に
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
生
活
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
演
習
で
培
っ
た
経
験

を
生
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
え
る
よ
う
心
掛
け
て
職
務
に
あ
た
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

敬
和
学
園
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
全

日
本
選
手
権
一
〇
連
覇
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
五

位
入
賞
の
松
浦
進
二
監
督
と
、
Ｏ
Ｂ
で
あ

り
、
全
日
本
選
手
権
で
も
活
躍
し
た
藤
原
達

矢
コ
ー
チ
に
よ
る
熱
意
溢
れ
る
指
導
に
よ
り
、

多
く
の
大
会
で
の
実
績
と
基
本
を
徹
底
し
た

選
手
育
成
の
信
頼
を
積
み
重
ね
、
部
と
し
て

の
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
い
く
つ
か
の
大
会
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ
が
目

標
を
見
失
わ
ず
に
練
習
を
続
け
、
今
年
度
の

全
日
本
総
合
選
手
権
の
本
選
に
四
名
が
進
出

し
ま
し
た
。
新
人
選
手
の
活
躍
も
目
覚
ま
し

く
、
北
信
越
学
生
新
人
選
で
は
す
べ
て
の
種

目
で
優
勝
、
六
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
創
部
一
四
年
目
の
活
躍

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

皆さまからの応援が力になっています
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新任教職員のごあいさつ

辻
元　

秀
夫

菊
地　

恵
美
香

　

私
は
学
生
時
代
を
学
生
寮
で
過
ご
し
ま
し

た
。
大
学
学
生
寮
の
最
大
の
魅
力
は
、
異
な

る
価
値
観
を
持
つ
人
々
と
自
治
や
行
事
な
ど

の
共
同
作
業
を
経
験
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
な
経
験
は
お
そ
ら
く
学
生
寮
以
外
で

は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
話
し
合
っ
て
解
決
す
る
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
、
切
磋
琢
磨
の
中
で
自
己

を
確
立
し
、
生
涯
の
友
と
出
会
え
る
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。
分
断
や
孤
立
に
悩
む
現
代
社

会
に
お
い
て
、
意
義
あ
る
教
育
の
場
に
再
び

参
画
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

牧
師
に
な
る
た
め
に
学
ん
だ
神
学
校
の
時

を
学
生
寮
で
過
ご
し
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の

仲
間
と
の
関
係
は
、
人
生
を
豊
か
に
し
、
支

え
て
く
れ
る
宝
物
。
学
生
た
ち
が
そ
ん
な
宝

物
と
出
会
う
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。
寮
生
活
で
は
問
題
に
直
面
し
、
傷
つ
き

悩
む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

気
づ
き
、
深
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、

笑
う
こ
と
も
。
そ
ん
な
日
常
を
一
緒
に
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
絆
は
強
く
さ

れ
る
。「
三
つ
よ
り
の
糸
は
切
れ
に
く
い
」（
コ

ヘ
レ
ト
の
言
葉
四:

一
二
）
の
で
す
。

学
生
寮
寮
監
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

　

昨
年
八
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
新
潟
の
み
な

ら
ず
日
本
海
側
で
の
生
活
は
初
め
て
で
す
。
敬

和
学
園
大
学
だ
け
で
な
く
、
新
潟
と
い
う
点
で

も
学
生
の
皆
さ
ん
の
方
が
先
輩
で
す
。
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
タ
イ
ヤ
交
換
時
に
担
当
者
か
ら
冬
準

備
と
し
て
「
フ
ー
ド
つ
き
の
防
寒
着
も
必
要
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
理
由
が
分
か
ら
ず
問
う
と
、

雪
か
き
す
る
時
も
雪
は
降
り
続
い
て
い
る
か
ら

と
の
回
答
で
し
た
。
言
わ
れ
れ
ば
納
得
で
す
が
、

今
ま
で
雪
の
経
験
が
な
い
の
で
「
雪
が
積
も
っ

て
い
る
→
雪
か
き
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
そ
の
作

業
段
階
で
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
は
全
く
思
い

つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
人
は
案
外
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
。
で
も
、
知
識
を
増
や
し
適

切
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
れ
ば
対
策
も
と
れ
ま
す
か

ら
、
困
る
こ
と
が
減
り
ま
す
。

　

大
学
で
の
学
び
は
冬
対
策
な
ど
と
違
い
、
す

ぐ
に
成
果
や
効
果
が
見
え
る
も
の
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
学
で
得
た
知
識
や

経
験
は
皆
さ
ん
の
将
来
か
ら
困
る
こ
と
を
減
ら

し
、
心
健
や
か
に
生
き
る
た
め
の
大
き
な
武
器

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

一
つ
ひ
と
つ
知
る
、
考
え
る
を
大
切
に
積
み
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
後
期
よ
り
契
約
講
師
と
し

て
敬
和
学
園
大
学
で
英
語
科
目
を
担
当
し
、

二
〇
一
一
年
度
末
に
一
度
カ
レ
ッ
ジ
レ
ポ
ー
ト

に
退
職
の
ご
あ
い
さ
つ
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
敬
和
学
園
で
Ｂ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ,
ｓ　

ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｅ
ｒ
と
い
う
意
味
が
よ
く
分
か
っ

た
、
関
わ
る
人
た
ち
を
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
大

切
に
し
、
同
じ
思
い
で
あ
る
教
員
に
支
え
ら
れ
、

敬
和
学
園
を
家
族
の
よ
う
に
感
じ
る
と
書
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
も
の
月
日
が
た
ち
、

非
常
勤
講
師
、
二
期
目
の
契
約
講
師
、
特
任
講

師
の
期
間
を
経
て
、
今
年
度
よ
り
准
教
授
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
。
い
つ
も
敬
和
学
園
の
皆
さ

ん
が
私
に
「
次
の
場
所
」
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
こ
の
一
〇
年
で
私
は
結
婚
し
子
ど
も
を

産
み
育
て
な
が
ら
も
、
い
つ
も
私
が
私
ら
し
く

い
て
も
よ
い
場
所
、
教
員
と
し
て
成
長
で
き
る

場
所
、
私
が
「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
け
る
」
そ

の
場
所
を
与
え
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
も
敬
和
学
園
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
自
分
の
場
所
を
見
い
だ
し
、
成
長
し
、

自
分
ら
し
く
咲
け
る
よ
う
に
お
手
伝
い
で
き
た

ら
光
栄
で
す
。
い
つ
か
咲
く
花
を
思
い
種
を
ま

き
、
そ
の
根
も
強
く
成
長
で
き
る
よ
う
な
希
望

的
な
教
育
の
場
所
を
作
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
努
め
ま
す
。

知
る
、
考
え
る
を
積
み
重
ね
る

置
か
れ
た
場
所
で
咲
く
た
め
に

新
任
教
員
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 　

江
口　

和
美

英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 　

大
岩　

彩
子
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お知らせ

一
般
寄
付
者
ご
芳
名

　
（
二
〇
二
二
年
一
月
三
一
日
現
在
、
敬
称
略
）

〈
一　

般
〉

　

千
葉
眞
、　　

  

藤
井
研
一
、     

後
藤
ま
り
子
、

　

池
田
五
三
雄
、  

風
間
ま
り
子
、  

小
池
正
春
、

　

松
井
和
榮
、     

松
井
純
雄
、　  

松
澤
郁
子
、 

　

宮
下
要
一
郎
、
韮
澤
紀
子
、     

岡
田
征
六
、

   

大
作
壽
、         

小
柳
清
、        

佐
伯
ヒ
サ
エ
、

　

坂
井
智
、        

笹
川
寛
、        

笹
川
勝
夫
、     

　

澁
谷
博
、         

鈴
木
史
江
、     

鈴
木
精
一
郎
、

　

田
畑
慶
子
、     

刀
禰
堯
介
、     

外
崎
孝
、  

　

和
田
信
市
、      

山
下
佳
弘
、     

安
田
光
一
、     

　

電
気
通
信
普
及
財
団
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
東
中
通
教
会
婦
人
会
、

　

日
本
基
督
教
団
京
都
丸
太
町
教
会
シ
オ
ン
会
、

　

日
本
基
督
教
団
見
附
教
会
、

　

日
本
文
化
人
類
学
会
、

　

新
潟
居
留
地
研
究
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
潟
教
会
婦
人
会
、

　

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
、

　

日
本
基
督
教
団
新
津
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
三
条
教
会
、

　

新
発
田
朝
祷
会 

守
弘
士
朗
、

　

日
本
同
盟
基
督
教
団
新
発
田
キ
リ
ス
ト
教
会
、

　

日
本
基
督
教
団
新
発
田
教
会
、

　

富
塚
・
の
ぞ
み
の
里 

渡
辺
美
穂

  
北
嶋
藤
郷
名
誉
教
授
著
書
の
ご
紹
介

新
潟
出
版
文
化
賞
大
賞
を
受
賞

　

敬
和
学
園
大
学
の
北
嶋
藤
郷
名
誉
教
授
著

『
日
本
に
お
け
る
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
書
誌
／

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
を
め
ぐ
る
人
び
と
』
が
、

第
十
二
回
新
潟
出
版
文
化
賞
大
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
書
は
、
日
本
文
学
研
究
家
で
本
学
名
誉
文

化
博
士
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
に
関
わ
る
お
よ

そ
す
べ
て
の
書
誌
情
報
を
網
羅
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
キ
ー
ン
氏
と
交
流
の
あ
っ
た
著
名
な

文
学
者
ら
に
つ
い
て
の
キ
ー
ン
氏
自
身
の
論
評

や
見
方
を
紹
介
し
て
お
り
、
楽
し
く
読
め
ま
す
。

例
え
ば
、
キ
ー
ン
氏
が
「
天
才
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
た
だ
一
人
の
人
物
」
と
評
す
る
三
島
由

紀
夫
に
つ
い
て
は
、
自
決
の
三
か
月
前
に
高
級

料
亭
で
伊
勢
海
老
を
三
人
で
七
人
前
食
べ
、
招

か
れ
た
キ
ー
ン
氏
は
「
何
か
お
か
し
い
」
と
思
っ

た
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
キ
ー
ン
氏
の
和
名
の

当
て
字
「
鬼キ

ー
ン
・
ド
ナ
ル
ド

怒
鳴
門
」
も
ど
う
や
ら
三
島
と
の

手
紙
の
や
り
取
り
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

本
書
は
、
選
考
委
員
長
の
芥
川
賞
作
家
・
藤

沢
周
氏
よ
り
、「
新
潟
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
が
つ

な
が
る
。
若
き
米
国
青
年
と
平
安
時
代
。
そ
こ

に
情
熱
の
橋
が
か
か
り
、
古
浄
瑠
璃
と
世
界
文

学
が
結
ば
れ
た
。
そ
の
向
こ
う
に
は
三
・
一
一

後
の
日
本
の
希
望
を
信
じ
た
言
葉
の
虹
が
光
っ

て
い
る
―
―
。（
中
略
）[

本
書]

を
読
ん
で
、

深
淵
な
時
空
を
旅
す
る
と
共
に
、
そ
の
人
の
体

温
や
息
遣
い
を
間
近
で
感
じ
る
よ
う
な
喜
び
を

覚
え
た
。
一
体
、
書
誌
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

血
の
通
っ
た
も
の
が
、
今
ま
で
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
か
。」
と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
嶋
先
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

書
は
考
古
堂
書
店
、
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
新
潟
店

で
購
入
で
き
ま
す
。

（
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

金
山
）

　
次
号
は
、「
女
性
史
青
山
な
を
賞
」
受
賞
の

桑
原
ヒ
サ
子
名
誉
教
授
著
『
ナ
チ
ス
機
関
誌

「
女
性
展
望
」
を
読
む
』
を
紹
介
予
定
で
す
。

新潟出版文化賞表彰式での北嶋先生
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〈
卒
業
生
・
在
学
生
・
保
護
者
〉

　

新
田
和
子
（
一
）、     

和
唐
幸
江
（
一
）、

　

山
田
千
寿
子
（
三
）、
川
村
雅
子
（
四
）、

　

中
野
貴
之
（
四
）、     

桑
原
裕
美
（
五
）、

　

櫻
井
淳
（
六
）、　　

  

野
口
さ
や
香
（
八
）、

　

後
藤
伸
介
（
一
〇
）、
山
本
恵
嗣
（
一
一
）、

　

金
海
順
（
一
四
）、     

垣
内
駿
（
一
九
）、

　

野
口
美
紀
（
二
〇
）、
佐
藤
雅
輝
（
二
二
）、

　

門
野
剛
（
二
五
）、     

田
口
明
美
（
二
六
）、

　

廣
田
義
人
（
二
七
）

〈
学
園
関
係
〉

　

姜
杰
裕
、　 

片
岡
宝
子
、　  

高
加
茂
早
苗
、

　

田
邊
昌
邦
、
横
山
由
美
子
、
吉
澤
昭
男
、

　

後
援
会
（
１
０
）、　　
　

   

オ
レ
ン
ジ
会

（　

）
内
、
漢
数
字
は
期
生
、
算
用
数
字
は
回
数

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
学
生
生
活
の

充
実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　〈
郵
便
振
替
口
座
〉

　
　
〇
〇
六
三
〇-

九-

一
九
八
九
六

　
　
敬
和
学
園
大
学

授業紹介

　

皆
さ
ん
、「
哲
学
」
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
。
私
が
一
年
間
を
通
し
て
学
ん
だ

哲
学
と
は
、
普
段
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ

と
に
疑
問
を
抱
き
、
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
あ
ら

た
め
て
考
え
る
こ
と
で
し
た
。

　

前
期
は
、「
よ
く
生
き
る
こ
と
」、「
正
義
」、「
神

の
存
在
証
明
」
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

人
に
よ
っ
て
何
が
正
義
で
あ
る
か
の
基
準
は
バ

ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
今
に
至
る
ま
で
歴
代
の
哲
学

者
た
ち
の
論
争
の
的
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
答
え
の
な
い
問
題
を
考
え
て
い
く
こ

と
は
、
私
自
身
の
正
義
理
解
を
考
え
直
す
よ
い

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
後
期
は
、
私
た
ち
に
最
も
関
係
が
あ

る
「
命
」
に
つ
い
て
、「
生
命
倫
理
」「
動
物
倫

理
」「
環
境
倫
理
」
の
観
点
か
ら
学
び
ま
し
た
。

命
の
選
別
や
差
別
、
環
境
の
問
題
は
世
界
各
国

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
哲
学
と
が
絡
ん
で
い

る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に
学
び
の
範
囲
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
を
通
し
て
、
多
く
の
知
識
と
、
物

事
を
よ
く
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
こ
の
学
び
は
、
私
が
人
生
を
歩
む
上
で
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

国
際
文
化
学
科
二
年　

宮
島　

芙ふ

ゆ

ね

夕
弥

  
「
当
た
り
前
」を
吟
味
し
、
新
し
い
見
方
を
獲
得
す
る
学
び

授
業
紹
介
⑳
「
哲
学
」
担
当: 

井
西
弘
樹

新しい視点から、「当たり前」の日常を考えます

　

こ
の
講
義
で
は
、
哲
学
や
倫
理
学
の
基
本
的

な
考
え
方
を
学
び
ま
す
。
前
期
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
哲
学
者
の
考
え
か
ら
哲
学
的
な
発
想
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。
後
期
は
、
安
楽
死
や
環
境
問

題
な
ど
、
私
た
ち
に
身
近
な
問
題
を
題
材
に
し

て
倫
理
学
の
考
え
方
を
学
び
ま
す
。
授
業
で
は
、

私
た
ち
の
「
当
た
り
前
」
を
徹
底
的
に
吟
味
し

ま
す
。
例
え
ば
、
部
屋
の
中
の
机
は
、
私
が
見

て
い
な
い
時
に
も
存
在
し
て
い
る
の
か
。
け
が

人
を
見
た
時
に
感
じ
る
「
他
者
の
痛
み
」
は
、

本
当
に
存
在
し
て
い
る
か
。
私
が
見
て
い
な
い

時
の
机
も
、
他
者
の
痛
み
も
、
実
は
本
当
に
あ

る
の
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
あ
る
と
い
う
「
思
い
込

み
」
な
し
に
、
日
常
生
活
は
送
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
、
世
界
に
つ
い
て
の
新
し
い
見
方
を

獲
得
す
る
こ
と
が
授
業
の
目
的
で
す
。
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同窓会リレー・エッセイ

　

学
事
予
告

◆
一
二
月
◆

一
一
日 

総
合
型
選
抜
（
二
期
）
面
談
日
①

一
八
日 

聖
籠
町
キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ
ジ　

英
語
で
遊
ぼ
う
！
③

二
五
日 

冬
期
休
暇
（
一
月
三
日
ま
で
）

二
七
日 

総
合
型
選
抜
（
二
期
）
面
談
日
②

◆
一
月
◆

四　

日 

休
業
（
創
立
記
念
日
振
替
休
日
）

五　

日 

講
義
再
開

七　

日 

卒
業
論
文
提
出
締
切

一
五
日 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
一
六
日
ま
で
）

二
二
日 

後
期
講
義
終
了

二
四
日 

後
期
末
試
験
（
二
九
日
ま
で
）

三
一
日 

後
期
集
中
講
義
①
（
二
月
四
日
ま
で
）

◆
二
月
◆

二　

日 

総
合
型
選
抜
（
三
期
）
面
談
日
①

六　

日 

学
業
特
待
生
選
抜
（
学
力
試
験
型
一
期
）

　
　
　

 

一
般
選
抜
（
Ａ
日
程
）

　
　
　

 

外
国
人
留
学
生
入
学
試
験
（
一
期
）

 　
　
　

社
会
福
祉
士
国
家
試
験

           

春
期
休
暇
（
四
月
一
日
ま
で
）

七　

日 

後
期
集
中
講
義
②
（
一
一
日
ま
で
）

九　

日 

総
合
型
選
抜
（
三
期
）
面
談
日
②

一
四
日 

後
期
末
追
試
験
（
一
六
日
ま
で
）

           

後
期
集
中
講
義
③
（
一
八
日
ま
で
）

一
九
日 

入
学
前
ス
ク
ー
リ
ン
グ

二
一
日 

一
般
選
抜
（
Ｂ
日
程
）

二
八
日 

再
試
験
（
三
月
一
日
ま
で
）　

           

図
書
館
蔵
書
点
検
（
三
月
四
日
ま
で
）

◆
三
月
◆

七　

日 

学
業
特
待
生
選
抜
（
学
力
試
験
型
二
期
）

　
　
　

 

一
般
選
抜
（
Ｃ
日
程
）

一
一
日 

学
内
合
同
企
業
説
明
会

一
六
日 

総
合
型
選
抜
（
四
期
）
面
談
日
①
②

　
　
　

 

学
校
推
薦
型
選
抜
（
二
期
）

二
四
日 

卒
業
式

二
六
日 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
①

三
一
日 

学
年
終
わ
り

◆
四
月
◆

一　

日 

学
年
始
め

五　

日 

入
学
式

           

後
援
会
総
会

六　

日 

プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
（
七
日
ま
で
）

七　

日 

健
康
診
断
（
一
一
日
ま
で
）

一
一
日 

履
修
相
談
日

一
二
日 

前
期
講
義
開
始

　
　
　

 

履
修
登
録
期
間
（
一
八
日
ま
で
）

一
五
日 

新
入
生
歓
迎
公
開
学
術
講
演
会

           

学
費
前
期
納
入
最
終
日
（
二
～
四
年
）

二
二
日 
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
五
月
◆

二
一
日 

高
校
生
向
け
英
検
対
策
集
中
講
座
①

同
窓
会
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

50

　

私
は
大
学
卒
業
か
ら
一
年
後
に
入
社
し
ま
し

た
。
現
在
は
主
に
関
東
圏
の
営
業
と
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
、
弊
社
の
主
力
商
品
で
あ
り
、

新
潟
県
の
名
産
品
で
あ
る
車
麩
や
新
発
田
市
の

名
前
が
つ
い
た
新
発
田
麩
を
、
新
潟
県
の
み
な

ら
ず
全
国
あ
る
い
は
世
界
に
広
め
よ
う
と
日
々

奮
闘
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
発
田
麩
は
少
し
ず
つ
全
国
で
販
売

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新
発
田
の
名
も
少
し
ず

つ
広
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
年
前
に
本
格
的
に
始
め
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
運
営

で
す
が
、
今
で
は
全
国
各
地
か
ら
弊
社
の
麩
を

購
入
し
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
弊
社
の
麩
を
通
し
て
新
潟
県
や

新
発
田
市
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度
卒
業　

宮
村　

小
百
合

　

私
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
入
社
し
五
年
が
経

ち
ま
し
た
。
職
人
の
仕
事
で
あ
る
麩
の
製
造
は

日
々
覚
え
る
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
四
代
目
と

な
る
父
か
ら
学
び
、
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

製
造
の
ほ
か
に
、
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
役
立
っ
て
い

る
の
が
、
大
学
で
の
「
国
際
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
」
の
経
験
で
す
。
こ
の
活
動
は
、
小
・
中
・

高
生
に
ゲ
ー
ム
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
異
文
化
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
も
の
で
す
。
麩
の
販
売

に
お
い
て
、
弊
社
の
麩
の
よ
さ
を
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
お
客
さ
ま
に
伝
え
ら
れ
る
か
を
考
え
る

際
に
す
ご
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
私
は
高
校
生

ま
で
初
対
面
の
人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
で
し
た

が
、
大
学
生
活
を
通
じ
て
人
見
知
り
を
克
服
で

き
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
会

社
の
方
や
お
客
さ
ま
と
関
わ
る
中
で
、
大
学
で

培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
広
い
視
野

が
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
姉
弟
は
、
明
治
三
五
年
創
業
以
来
、
新
潟
県
新
発
田
市
で
麩
の
製
造
を
し
て
い
る
宮
村
製

麩
所
と
い
う
家
業
を
継
ぎ
、
弟
は
製
造
の
職
人
と
し
て
、
姉
は
販
路
拡
大
の
た
め
に
関
東
で
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
二
人
の
近
況
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
六
年
度
卒
業　

宮
村　

良

姉
弟
で
協
力
し
、
家
業
の
麩
の
製
造
・
販
売
を
し
て
い
ま
す

宮
村
製
麩
所
の
W
e
b
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
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トライ式高等学院大学見学（1 ～ 3 年生 18 名、教員 2 名）
前期卒業式
後期入学式
理事会
履修相談日
オンライン英検対策講座②（20 名）
後期講義開始（オンライン、～ 10 月 3 日）
履修登録期間（～ 25 日）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑮
　説教　山田耕太 学長「リベラルアーツとは何か」
　前期エッセイ・コンテスト授賞式
研究倫理・コンプライアンス研修会

チャペル・アセンブリ・アワー⑯
　説教　下田尾治郎 宗教部長「主がお入り用なのです」
　講話　吉原悠博 吉原写真館店主「エモい　シバタ！」
総合型選抜（1 期）面談①
教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー⑰
　説教　菅原只行 敬和学園高校教諭「平和とは何か」
　講話　Keiwa Peace Project ～祈り・つながり・希望～
　　　　「平和学習プログラム参加報告」
中条高校大学見学（1 年生 3 名、教員 1 名）
聖籠町キッズカレッジ（英語で遊ぼう！）②（16 名）
履修登録確認期間（～ 15 日）
避難訓練
チャペル・アッセンブリ・アワー⑱
　説教　山﨑ハコネ 准教授「主の食卓に招かれて」
　講話　田中純一 平島公園クラブ会長
　　　　「子どもたちと地域と共に花と緑の平島公園つくり」
総合型選抜（1 期）面談②
新発田市オープンカレッジ①
　講師　井西弘樹 講師「哲学者は笑いについてどう考えてきたか」（29 名）
東京学館新潟高校大学見学（2 年生 77 名、教員 4 名）
教授会
第 31 回敬和祭（写真⑤）
新発田市オープンカレッジ②
　講師　石坂誠 准教授「人間のケア・地域のケア・地球のケア」（24 名）
関根学園高校大学見学（1 年生 39 名、教員 1 名）
FD/SD 研修会「学びの質の向上と制度の効率化に向けて」
　講師　金山愛子 教授
栃尾高校大学見学（1 年生 26 名、教員 1 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑲
　説教　田中利光 教授「宗教改革者が残したもの」
　講話　江口和美 准教授「ふりかえり思うこと」
村上桜ケ丘高校大学見学（1 年生 40 名、教員1名）

総合型選抜（1 期）合格発表
相談援助実習 2（～ 24 日）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑳
　説教　益谷真 教授「ことば？出会う」
　講話　小林正継 八木重吉の詩を愛好する会事務局「詩人八木重吉と私」
1・2 年生保護者懇談会（58 名）
フィールド・トレーニング 1（～ 13 日）
教授会
山北中学校大学見学（2 年生 18 名、教員 4 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー㉑
　説教　下田尾治郎 宗教部長「私の目にあなたは値高く、貴く」
　講話　齊藤 新発田市健康推進課、坂井 新発田市健康推進課
　　　　 「守りたい　しばたのいのち」
チャペル・アッセンブリ・アワー㉒
　説教　和田献太郎 キリスト教教育主事「いいとこ取りから、お陰様へ」
　講話　大竹孔三 Sounding Joy JAPAN 代表「命を輝かせる音楽療法」
学校推薦型選抜（1 期）試験日
教授会
理事会
チャペル・アッセンブリ・アワー㉓
　説教　榎本榮次 理事長「神はそれで良しとされた」
クリスマスツリー点灯式（写真⑥）
高校大学合同研修会

教授会
チャペル・アッセンブリ・アワー⑧
　説教　菊地恵美香 日本基督教団牧師「羊の群れよ、どこへ行く？」
　講話　山際規子 非常勤講師「キリスト教と音楽　讃美歌の源を探る」
後援会役員会
新発田市立東中学校大学見学（3 年生 78 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑨
　説教　下田尾治郎 宗教部長「友となってくださる方」
　講話　新発田中央地域包括支援センタースタッフ、
　　　　渡邊美穂 グループホーム富塚・のぞみの里ホーム長
　　　 　「認知症と共に」
相談援助実習 1（～ 7 月 21 日）
秋季編入学試験面談①②
チャペル・アッセンブリ・アワー⑩
　説教　田中利光 教授「あなたは大切な存在です」
　講話　田邊昌邦 元職員「時と時間を大切に」
高校教員対象進学説明会（写真①）
新入外国人学生交流会（写真②）
長岡明徳高校大学見学（2 ～ 4 年生 11 名、教員 3 名）
創立記念日
チャペル・アッセンブリ・アワー⑪
　説教　山田耕太 学長「よいサマリア人」
　講話　土田雅穂 フードバンクしばた事務局長
　　　 　「フードバンクしばたの活動について」
臨時教授会

チャペル・アッセンブリ・アワー⑫
　説教　金山愛子 教授「スローでいこう」
　講話　大岩彩子 准教授
　　　　「モンテッソーリ教育から学ぶ、『自立』と『自律』と『平和な世界』」
敬和学園高校大学見学（1 年生 162 名）
教授会
新潟翠江高校通信制大学見学（1 ～ 3 年生 13 名、保護者 2 名、教員 3 名）
ボランティア論・学習セミナー
チャペル・アッセンブリ・アワー⑬
　説教　片岡賢蔵 日本基督教団東中通教会伝道師「神と闘い、自分に勝つ」
　講話　ボランティア活動報告会
　　　　「全国健康福祉大会での裏方活動」、「モスクへ行こう」、
　　　　「マスク作りと雪下ろし活動」
巻総合高校大学見学（1 年生 39 名、教員 2 名）
中条高校大学見学（2 年生 2 名）
オープンキャンパス②（113 名）
チャペル・アッセンブリ・アワー⑭
　説教　山田耕太 学長「旅人としての人生」
　キリスト教音楽受講者によるコーラス　KEIWA Choir
3 年生保護者との就職懇談会（対面 51名、オンライン 10 名）
精華学園高校大学見学（1 ～ 3 年生 9 名、教員 3 名）
新津南高校大学見学（2 年生 76 名、教員 2 名）
聖籠町キッズカレッジ（英語で遊ぼう！）①（14 名）（写真③）
加茂高校大学見学（1 年生 36 名、教員 1 名）
新津南高校大学見学（1 年生 38 名、教員 1 名）
前期講義終了
前期末試験（～ 8 月 6 日）

夏期休暇（～ 9 月 15 日）
オープンキャンパス③（117 名）
前期集中講義期間（～ 12 日）
教員免許状更新講習（49 名）
追試験（前期卒業対象者向）（～ 20 日）
再試験（前期卒業対象者向）（～ 24 日）
前期追試験（～ 27 日）
オープンキャンパス④（73 名）

教授会
開志学園高校大学見学（2 年生 64 名、教員 3 名）
職員 SD 研修会
防火訓練（写真④）
山北中学校大学見学（3 年生 33 名、教員 3 名）
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Gems in  

65チャレンジ学生ファイル Vol.

敬和学園大学の最新情報

敬和学園大学 検　索

REPO
RT

大学に入学して制作した作品と共に

国際文化学科 4 年

小掠　愉未

　私は在学中、大好きなイラストやデザ
インの活動をすることができました。2
年生では法被デザインや仕掛け絵本制
作、3年生の時は阿賀北ノベルジャムと
いう小説を作って販売するイベントで、
表紙と挿絵のデザインを担当しました。
子どものころから絵を使った活動をした
いと思っていましたが、その夢が大学で
叶うとは思ってもみませんでした。
　制作活動をする中でアイデアが思いつ
かなかったり、締め切りに間に合わなそ
うな時は、部屋で泣いたりすることがあ
りました。せっかく作るのならいいもの
を作りたいという気持ちと、自分が持っ
ている力にギャップがあり、どうしたら
納得いくものができるのか悩みました。
一人で考えるのではなく、周りに相談す
ることでひらめいたり、意見を取り入れ
ながら前に進んできたように思います。
　おかげさまで、人に恵まれて大学生活
が彩り豊かになりました。これからも絵
の勉強を続けて、自分らしさを表現でき
る人になりたいです。

イラスト制作の夢を大学で実現

松本淳先生のコメント

　真面目で誠実であるが故にさま

ざまなことに悩みながらも、小掠

さんは常に制作物を受け取る人を

笑顔にすることに一生懸命取り組

んできました。ゼミやさまざまな

プロジェクトで、地域の歴史や文

化を学び、それらをテーマとした作品制作や発表が、

大学内にとまらず小掠さんの世界を広げてくれたのだ

と思います。敬和での学びを生かして、卒業後もきっ

と活躍してくれると期待しています。


